
市街地整備や道路などインフラ整備、子育て、教育等を意

識した一般会計予算は前年比１２．３％増大型の１８３億５，

８００万円が賛成多数で可決されました。

歳入の概要は、市税収入は３８億１５１０万円（前年比▲

0.81％）、他は交付金および、国、県からの支出金等と市債

２１億６千万余と依存度の高い状況にあります。

歳出の主な事業として、①ハード事業では「土木費」は歳出

構成比の１７．７％となっており、前年比６３．９％増の３

２億５９００万円余、「山梨市南地域整備事業」８億４１０

２万円、「教育費」ではエアコン設置事業等で５９．３％増

の２３億６９００万円余、「市立産科医建に伴う・用地補償・

造成等事業」２億３０００万円余、「図書館整備事業」１億

７２００万円余（総事業費４億９０００万円）、「防災対策

事業」４３４５万円、「防犯対策」（防犯灯ＬＥＤ化更新）

３９９万円、②ソフト事業としては「民生費」は歳出の構成

比の２７．７％、５億８５７１万円余、「子育て支援事業」

２億５７１３万円、「疾病予防対策事業」８０２１万円、

「英語教育推進事業」２７０５万円、「学校教育体制整備事

業」（支援員、図書館司書の配置）３０１３万円、「生活相

談支援事業」１２４６万円などとなっています。

○「ワイン特区」によるまちづくりを提案

儲かる農業基盤づくりを意識しつつ、「山梨市の周遊観光」、

そして６次産業もあわせた「ワイン特区」よるまちづくりに

チャレンジすることを提案しました。

（市長）酒造免許の要件基準・製造数量の緩和により新規参
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風薫る５月、五感すべてで感

じながら活動してまいります。
友雅会ニュース

「古屋まさお」とともに歩む

３月２日から３月２５日まで開
かれた平成２７年３月定例会は
５２議案（条例関係１５件、専
決関係１件、平成２７年度予算
関係２２件、その他９件、追加
提案として①工事契約では市道
野背坂線改良工事が２億２千９
０７万８８００円で山梨建設・
山梨技研共同企業体が契約、
（入札率９８．７５％）、②人
事案件では教育委員に幡野勝彦
様（再）、公平委員に大内登美
子様、監査委員に松下慶磨様、
杣口山恩賜林財産管理委員に若

月進様ほか６名の選任の同意を求める件、人権
擁護委員に中島紀子様（再）・小笠原博様（再）・
神津幸穂様（新）の推薦、等を関係の常任委員
会で審査し原案通り本会議において可決、同意、
推薦しました。
なお「古屋まさお」市議は儲かる農業へのチャ

レンジ（ワイン特区）の提案など他５件の質問
に立ち、市側の考え方、方向性を明らかにして
きました。
本紙では主な内容について報告します。

※ 記載内容は古屋まさお市議のメモであることから適切な

表現ではない部分等についてはご容赦願います。

２面へ続く

平成２７年度一般会計予算について

古屋まさおの一般質問
＝市民要望の実現を目指し、

前向きの見解を引き出す＝



入のハードルが低くなり、市の主要農産物である葡萄を利

用した６次産業化の推進、地産地消の推進、雇用の創出な

ど地域の活性化が図られると思うので関係団体等の意見な

ども含め検討していきたい。

○学校周辺の街燈のＬＥＤ化事業の推進について

これまでにもＬＥＤ化推進について提言、昨年から防犯

灯のＬＥＤ化事業が始まった。地元（日下部）の区長会等

からも通学路等の街燈のＬＥＤ推進の要請を受け、平成２

７年度の事業計画及び予算の考え方を質しました

（総務課長）平成２７年度から、①各区の維持管理する防

犯灯をＬＥＤ推進に更新する際の補助金を創設する、②県

にはソーラー式ＬＥＤ街燈の補助金も要請した、③今年度

事業は「日下部地区学校周辺」を対象に７５ケ所、２２５

万円の予算を計上、順次他地域へ計画的に取り組んでいき

たい。

○過疎地（牧丘、三富地域）における除雪機の購入ついて

昨年の１２月定例議会で提案した過疎地域の除雪機の配備

の検討結果を質しました。

（市長）平成２７年度中に除雪機購入計画等を組み込んだ

「過疎計画」の見直しに取り組み配備計画を検討したい。

なお除雪機の購入を要望する区、自治会には購入助成の検

討も行っていく。

○「ふるさと納税制度変更」に伴う特典およびＰＲの強化

について

先の１２月議会でも税収確保策を提案してきたが、昨年

政府は「地方創生」を推進するため「ふるさと納税」の寄

付金の控除限度額が、おおむね今の２倍に引き上げること

となることにより、自治体にとっても納税者にとっても有

利な制度となることから財源確保に向け「ふるさと納税」

を沢山して頂ける仕組づくり、特にメリット感の充実とし

て「市内のホテル等の宿泊券」、「農業体験」・「地域の

お祭り参加」・「田舎暮らし」等の体験型なども取り入れ

た特典づくりを目指すこと。また全国に発信する「ホーム

ページの充実」を図ることを提言しました。

（市長）平成２０年度から現在までの７年間で「ふるさと

納税」の寄付者は１７０件、２７００万円余。平成２７年

６月から「ふるさと納税」をして頂いた方に対し感謝の気

持ちを込め特産品の桃、ぶどうなど果物、ワインなど加工

品、マラソン大会参加券、森林セラピー体験県、花火大会

招待券などを考えている。また納税者のクレジット払いの

導入も検討している。市のＨＰもわかりやすく知らせると

ともに、民間事業者のポータルサイトへも掲載していきた

い。

その他、①保育園の完全給食、②牧丘・三富地域における

小学校の統合に向けた準備体制等について質しました。
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★★★★★ ｢友雅会ニュース｣あとがき ★★★★★

▼市長のチャレンジミッション・「まちづくり３本の柱」に基づく予算が決まった。市民要望を踏

まえた事業推進に期待したい▼県議会議員選挙（山梨市選挙区）、高木晴雄様・奧山弘昌様、「ご

当選おめでとうございます」山梨市政とのパイプ役として活躍されますことご期待申し上げます▼

２期目後半に入り、市民目線にたち引き続き自己研鑽を重ね、議員としての役割、任務を踏まえ市

民の負託に応えるべく努力をしてまいります。多くの市民の皆様の声をお寄せ下さい。

http://www.e₋masao.net/

１面の続き

○各小学校給食施設を視察し意見集約を行う

平成２５年に「学

校給食のセンター化」

構想が市側から提案

されて２年、現市長

は議会の考え方を参

考に検討していくと

しています。

議 会 お よ び 会 派

（市民の会）として

先進自治体（高崎市、

今治市）、市内の６つの小学校の給食施設、甲州市の給

食センターの視察を行い、２月に「学校給食施設の在り

方検討委員会」として報告書を取りまとめ議長に提出し

ました。 今後、市長がどのように判断するのか注視し

ていきたい。

○ＮＰＯの地域活動として「桃の花まつり」に参加

４月１２日（日）ＮＰＯ活動の一環として山梨市駅およ

び駅南の「かのがわ古道」の周辺地域において、「桃の

花と菜の花まつり」に

参加。この活動は山梨

市の地域資源を活かし

た「まちづくり」を目

指し、市内の周遊観光

を通じ山梨市の良さを

知ってもらうと市民の

参画型事業として毎年

行っています。

古屋まさおの地域活動等

▲ 白衣で給食施設を視察

▲ 桃の花まつり


